
2014年3月26日

三菱自動車工業株式会社

取締役社長 益子 修

京都スマートシティエキスポ２０１４

記念講演

スマートシティ構築に向けた電動スマートシティ構築に向けた電動スマートシティ構築に向けた電動スマートシティ構築に向けた電動

車両の役割と三菱自動車の取組車両の役割と三菱自動車の取組車両の役割と三菱自動車の取組車両の役割と三菱自動車の取組



1.東北被災地でのi-MiEVの活躍



復興支援のため被災地に提供したi-MiEV（約100台）が、医療関係者の移動や
避難所間の連絡、救援物資の運搬などに使用され、大いに役立ったとの評価を
頂きました。

・震災直後はガソリン等自動車用燃料の入手が困難となりましたが、電力の
復旧は比較的早く、電気自動車は被災直後の数少ない移動手段として活躍
しました。

撮影：河田雅史

提供:仙台市社会福祉協議会

・仙台市ボランティアセンター
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災害時に停電が発生しても、車両の蓄電池で通常の生活を支援災害時に停電が発生しても、車両の蓄電池で通常の生活を支援災害時に停電が発生しても、車両の蓄電池で通常の生活を支援災害時に停電が発生しても、車両の蓄電池で通常の生活を支援

通常の使用で最大通常の使用で最大通常の使用で最大通常の使用で最大1.51.51.51.5日程度の生活が可能日程度の生活が可能日程度の生活が可能日程度の生活が可能な程度の電力を蓄電可能な程度の電力を蓄電可能な程度の電力を蓄電可能な程度の電力を蓄電可能

＋

スマートグリッドでのスマートグリッドでのスマートグリッドでのスマートグリッドでのEVEVEVEVの活躍：危機管理と電力安定化の活躍：危機管理と電力安定化の活躍：危機管理と電力安定化の活躍：危機管理と電力安定化



2.電源供給機能の活用



【炊飯器への給電】 【投光器への給電】

宮城県仙台市様【大気測定の測定器への給電】

【コンサート用音響機材への給電】

香川県土庄町様【防災訓練時の音響機材への給電】



電気自動車に蓄えた電力を非常用電源として蓄えた電力を非常用電源として蓄えた電力を非常用電源として蓄えた電力を非常用電源として利用利用利用利用可能可能可能可能

大電力供給（定格1500Wまで）

携帯電話 ノートパソコン

扇風機電気ポット 炊飯器

電子レンジ

投光器

大型液晶テレ
ビ

フロアコンソール背面

（2極コンセント）
１

ラゲッジルーム運転席側

（３極コンセント）
２

電気毛
布

※ AC100Vコンセントは、メーカーオプションです。
定格消費電力1500Ｗ以下でも、家電製品によっては使用できない場合があります。

※医療機器の電源としては利用できません。

MiEV power BOX

ヒーター

1 ２

駆動用

バッテリー

駆動用

バッテリー



3.三菱自動車のスマートグリッド



リユース蓄電池

充放電スタンド

スマートグリッド実証試験装置「「「「M-tech Labo」」」」

M-tech Laboの取組



EVEVEVEVの将来の将来の将来の将来 スマートグリッド実証事業スマートグリッド実証事業スマートグリッド実証事業スマートグリッド実証事業V2X V2X V2X V2X Project(1)Project(1)Project(1)Project(1)

系統電力系統電力系統電力系統電力

太陽電池（三菱電機）太陽電池（三菱電機）太陽電池（三菱電機）太陽電池（三菱電機）

+

名古屋製作所名古屋製作所名古屋製作所名古屋製作所

岡崎工場岡崎工場岡崎工場岡崎工場

リユース蓄電池（三菱商事）リユース蓄電池（三菱商事）リユース蓄電池（三菱商事）リユース蓄電池（三菱商事） ＥＶ（三菱自動車）ＥＶ（三菱自動車）ＥＶ（三菱自動車）ＥＶ（三菱自動車）

充放電機能付き充放電機能付き充放電機能付き充放電機能付き

パワーコンディショナーパワーコンディショナーパワーコンディショナーパワーコンディショナー

DCDCDCDC

ACACACAC

DCDCDCDC

EMSEMSEMSEMS

（三菱電機）（三菱電機）（三菱電機）（三菱電機）

+

時間時間時間時間

制御前制御前制御前制御前

制御後制御後制御後制御後

正午正午正午正午

PCSPCSPCSPCS

（三菱電機）（三菱電機）（三菱電機）（三菱電機）

パワーパワーパワーパワー

コンディショナーコンディショナーコンディショナーコンディショナー

ACACACAC

� 太陽光、太陽光、太陽光、太陽光、EVEVEVEV、、、、リユース蓄電池の有効利用によるリユース蓄電池の有効利用によるリユース蓄電池の有効利用によるリユース蓄電池の有効利用による

岡崎工場の電力平準化（岡崎工場の電力平準化（岡崎工場の電力平準化（岡崎工場の電力平準化（EMSEMSEMSEMS））））



系統電力系統電力系統電力系統電力

EVEVEVEVからは、電池からは、電池からは、電池からは、電池のののの

使用使用使用使用可能容量を連絡可能容量を連絡可能容量を連絡可能容量を連絡
EVEVEVEVからの情報を基にからの情報を基にからの情報を基にからの情報を基に

供給可能電池容量供給可能電池容量供給可能電池容量供給可能電池容量

を計算を計算を計算を計算

� EISの開発 EIS ： Electric vehicle Integration SystemElectric vehicle Integration SystemElectric vehicle Integration SystemElectric vehicle Integration System

EEEE IIII SSSS

+ +

EVEVEVEVの将来の将来の将来の将来 スマートグリッド実証事業スマートグリッド実証事業スマートグリッド実証事業スマートグリッド実証事業V2X V2X V2X V2X Project(2)Project(2)Project(2)Project(2)



農林⽔産省の委託を受け、ニチコン株式会社様と、宮城県岩沼市で、

太陽光で発電した電気をリチウムイオン蓄電池に蓄え、蓄えられた

エネルギーをＥＶに充電し、農業に活用する実証実験を実施中。

農業におけるＥＶと再生可能エネルギー活用の取り組み

＜ 農業用充電ステーション ＞

太陽光パネル出力：２０ｋＷ 平均発電量：55ｋＷh

／日

蓄電容量：３２ｋＷｈ チャデモ式急速充電器：３０ｋ

Ｗ



離島での電気自動車の活用

「i-MiEV」100台パレード；ギネス記録に登録
（2010.7.3）



4. 三菱自動車が世界で参画しているスマートシティ

プロジェクト(スペイン・フランス)



Source: press release from NEDO as of 8 March 2011



スペインにおけるスマートコミュニティ実証事業（V2C）

<ICTプラットフォーム>
EVインフラと電力システムの連携を実現

稼動台数・充電中
台数の管理

平均走行スピード

事業参加者の

累計CO2削減量

当月累計

走行距離

当月累計

充電量
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(CHAdeMO)
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カーシェアリングサービスSUNMOOV’ にi-MiEV15台を納車

2013年10月15日よりサービス開始
※主要参画企業・団体：

NEDO(スポンサー・事業運営)
東芝、東芝ソリューション(事業運営、再生可能エネルギー活用システム運用)
Proxiway (カーシェアリング運用会社)
PSA（15台納車）等

6箇所のステーションに、30台のEV/普通
充電スタンド 3台の急速充電スタンドを
導入

カーシェアサービス運開式



出典：経済産業省「次世代エネルギーシステムに係る国際標準化に向けて」（2010年1月）

EV
移動可能な電源 エネルギー需給の平準化

EVEVEVEVのののの将来将来将来将来 エネルギーインフラエネルギーインフラエネルギーインフラエネルギーインフラの一部になる電気自動車の一部になる電気自動車の一部になる電気自動車の一部になる電気自動車



5. 三菱自動車の再生への新しい挑戦

～電動車両投入の背景～
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三菱自動車の環境対応技術開発

燃料多様化対応技術

MiEV

【シンボル技術】

業界をリードする独自技術

ガソリンエンジンの効率化技術

（可変動弁系，直噴など）

駆動系の効率向上（CVT，多段ATなど）

【基盤技術】

業界で常に
先頭集団に

クリーンディーゼル，
高効率トランスミッション

（SST)

【次世代基幹技術】

当社を特徴づける
基幹技術

環境技術のシンボル 再生のシンボル
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三菱自動車グループ 環境ビジョン2020

国内外の全工場
高効率設備、再生可能エネルギーの

導入など 20%低減

50%低減

製
品

使
用
時

製品使用時の
CO2排出量

ガソリンエンジン、ディーゼル
エンジン車の
燃費改良

EV,プラグインハイブリッド車
の生産比率

20%

生産における
CO2排出量（原単位）

2005年比

全仕向け地全車の加重平均

2005年比 生産１台あたり

生
産
時

EVで先駆け、『人と地球との共生』を目指す



6. 電動車両の国内外販売実績



MINICAB-MiEV

PHEV

FY2009 FY2010 FY2011 FY2012 FY2013

13年年年年1月～月～月～月～

13年年年年1月～月～月～月～

i-MiEVJA
PA

N
O

V
E

R
S

E
A

S

欧州向け欧州向け欧州向け欧州向けPHEVPHEVPHEVPHEV
13年年年年10月～月～月～月～

Outlander PHEV
MINICAB-MiEV
トラック

三菱自動車の電動車両ラインナップ

フリート向け
09年年年年7月～月～月～月～

10年年年年4月～月～月～月～

一般のお客様向け一般のお客様向け一般のお客様向け一般のお客様向け

11年年年年7月～月～月～月～

ＧグレードＧグレードＧグレードＧグレード/Mグレードの発表グレードの発表グレードの発表グレードの発表

11年年年年12月～月～月～月～
商用車商用車商用車商用車 EV

軽トラック軽トラック軽トラック軽トラック EV

RHDRHDRHDRHD仕様仕様仕様仕様 (Hong (Hong (Hong (Hong Kong, England, Kong, England, Kong, England, Kong, England, 他他他他.).).).)
09年秋～年秋～年秋～年秋～ 欧州欧州欧州欧州 / プジョー・シトロエン社へのプジョー・シトロエン社へのプジョー・シトロエン社へのプジョー・シトロエン社へのOEM供給供給供給供給

10年年年年10月～月～月～月～ 北米向け北米向け北米向け北米向け
11年年年年11月～月～月～月～

欧州向け欧州向け欧州向け欧州向け i-MiEV
北米向け北米向け北米向け北米向け i-MiEV
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カーオブザイヤー ダブル受賞

２つのカーオブザイヤーをダブル受賞２つのカーオブザイヤーをダブル受賞２つのカーオブザイヤーをダブル受賞２つのカーオブザイヤーをダブル受賞

先進的で安心、さらに上質感な走り、今までの車とは先進的で安心、さらに上質感な走り、今までの車とは先進的で安心、さらに上質感な走り、今までの車とは先進的で安心、さらに上質感な走り、今までの車とは違う未来違う未来違う未来違う未来をををを感じる乗り物感じる乗り物感じる乗り物感じる乗り物と評価と評価と評価と評価
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アウトランダーPHEV 欧州(オランダ)での販売状況

� 欧州全体欧州全体欧州全体欧州全体

12年年年年12月～現在までの受注月～現在までの受注月～現在までの受注月～現在までの受注: 1万万万万7千台千台千台千台
� オランダオランダオランダオランダ

約約約約2ヶ月間でヶ月間でヶ月間でヶ月間で8,000台以上の登録台以上の登録台以上の登録台以上の登録

11月～月～月～月～12月度販売台数月度販売台数月度販売台数月度販売台数: 
⇒⇒⇒⇒全モデル中全モデル中全モデル中全モデル中1位を獲得位を獲得位を獲得位を獲得

＜オランダ：＜オランダ：＜オランダ：＜オランダ： 13131313年年年年12121212月販売登録実績＞月販売登録実績＞月販売登録実績＞月販売登録実績＞

車種別ランキング車種別ランキング車種別ランキング車種別ランキング ((((台台台台))))

1111 OUTLANDEROUTLANDEROUTLANDEROUTLANDER 4,957 4,957 4,957 4,957 

2222 VOLVO V40VOLVO V40VOLVO V40VOLVO V40 2,158 2,158 2,158 2,158 

3333 VOLVO V60VOLVO V60VOLVO V60VOLVO V60 2,082 2,082 2,082 2,082 

4444 VOLKSWAGEN UP!VOLKSWAGEN UP!VOLKSWAGEN UP!VOLKSWAGEN UP! 1,531 1,531 1,531 1,531 

5555 RENAULT MEGANERENAULT MEGANERENAULT MEGANERENAULT MEGANE 1,312 1,312 1,312 1,312 

6666 SKODA OCTAVIASKODA OCTAVIASKODA OCTAVIASKODA OCTAVIA 1,265 1,265 1,265 1,265 

7777 FORD FOCUSFORD FOCUSFORD FOCUSFORD FOCUS 1,112 1,112 1,112 1,112 

8888 VOLKSWAGEN POLOVOLKSWAGEN POLOVOLKSWAGEN POLOVOLKSWAGEN POLO 1,073 1,073 1,073 1,073 

9999 RENAULT CLIORENAULT CLIORENAULT CLIORENAULT CLIO 903 903 903 903 

10101010 AUDI A3AUDI A3AUDI A3AUDI A3 868 868 868 868 



7. 日本と世界の電動車両普及目標



実用化に向けた取組み 次世代自動車戦略2010201020102010

2020202020202020年 2030203020302030年

従来車 50505050～80%80%80%80% 30303030～50%50%50%50%

次世代自動車 20202020～50%50%50%50% 50505050～70%70%70%70%

ハイブリッド自動車 20202020～～～～30%30%30%30% 30303030～～～～40%40%40%40%

電気自動車

プラグインハイブリッド自動車
15151515～～～～20%20%20%20% 20202020～～～～30%30%30%30%

燃料電池自動車 ～～～～1%1%1%1% ～～～～3%3%3%3%

クリーンディーゼル自動車 ～～～～5%5%5%5% 5555～～～～10%10%10%10%

政府は，普及のための積極的なインセンティブ施策（開発・購入
補助，税制，インフラ整備等）を前提に，高い次世代自動車の
普及目標を示した。（2010年4月：経済産業省）



実用化に向けた取組：世界各国のEVEVEVEV・・・・PHEVPHEVPHEVPHEVの普及目標

2020年までに200万台普及
2015年までに 10万台普及

2020年までに100万台普及

2020年までに 22万台普及
オランダ

フランス

ドイツ

2012年までにEV/HEV/PHEV
を50万台普及
2020年の新車販売の50%を
環境対応車に

中国

2020年の新車販売の50%を
環境対応車に

（EV/PHEV：：：：70万台）

日本

米国

2015年までに100万台普及



8.三菱自動車の今後の電動車両戦略



Spain 京都府

ミッドサイズミッドサイズミッドサイズミッドサイズSUVSUVSUVSUV
((((アウトランダーアウトランダーアウトランダーアウトランダーPHEV)PHEV)PHEV)PHEV)

コンパクトサイズコンパクトサイズコンパクトサイズコンパクトサイズSUV SUV SUV SUV 
(XR(XR(XR(XR----PHEV)PHEV)PHEV)PHEV)

ラージサイズラージサイズラージサイズラージサイズSUVSUVSUVSUV
(GC(GC(GC(GC----PHEV)PHEV)PHEV)PHEV)

PHEVの展開の展開の展開の展開

「「「「EVのクリーンな環境性能」「滑らかな加速感」「高級車並みの静粛性」を実現するのクリーンな環境性能」「滑らかな加速感」「高級車並みの静粛性」を実現するのクリーンな環境性能」「滑らかな加速感」「高級車並みの静粛性」を実現するのクリーンな環境性能」「滑らかな加速感」「高級車並みの静粛性」を実現する
PHEVは、グローバルで需要の多いは、グローバルで需要の多いは、グローバルで需要の多いは、グローバルで需要の多いSUVに最適な環境技術に最適な環境技術に最適な環境技術に最適な環境技術



2014/ 2/27 国際二次電池展
2014/ 2/27 国際二次電池展
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